
家庭教育支援 放課後子ども教室

実施数 実施数
体制構築型
実施数

「学ぶ力」学習支
援型　実施数

大津市

彦根市 １教室

長浜市

近江八幡市
支援チーム・講座実施・
人材育成の３活動

草津市 講座実施の１活動

守山市

栗東市 ７教室

甲賀市
支援チーム・講座実施・
人材育成の３活動

10教室

野洲市 ７教室

湖南市
支援チーム・講座実施・
人材育成の３活動

３教室 ９教室 １教室

高島市
支援チーム・講座実施・
人材育成の３活動

東近江市 講座実施の１活動 ９教室

米原市 ４教室

日野町 講座実施・人材育成の２活動

竜王町 講座実施の１活動 ７教室

愛荘町

豊郷町

甲良町

多賀町 １教室

合　　計 ８市町17活動
（昨年は９市町18活動）

４市21教室
（昨年は２市町11教室）

４市町35教室
（昨年は８市町

83教室）

３市町３教室

土曜日の教育支援

従来型
実施数

３本部

１本部

７本部

13本部

学校支援地域本部

１本部

平成27年度　学校・家庭・地域連携協力推進事業　市町別事業実施状況一覧表

９市町68本部
（昨年は９市町62本部）

※大津市含むと10市町74本部

(６本部）

７本部

23本部

12本部

１本部

（Ⅰ） 推進協議会の概要

◆ 推進協議会委員（敬称略）

№ 氏 名 所 属 № 氏 名 所 属 

１ 髙木 和久 
びわこ学院大学 准教授 
文部科学省ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ推進員 

４ 佐々木 保孝 天理大学 准教授 

２ 谷口 久美子 ＮＰＯ法人ＣＡＳＮ 理事長 ５ 池本 忠好 湖南市立日枝中学校 校長 

３ 武井 哲郎 びわこ成蹊スポーツ大学 助教 ６ 佐敷 恵威子 
滋賀県教育委員会事務局 
学校教育課 主席参事 

◆第１回推進協議会

１ 協議会概要

期 日：平成 年６月５日（木）

会 場：県庁北新館５Ｃ会議室

出席者：髙木座長、谷口副座長、武井委員、池本委員、佐々木委員、学校教育課・森主査（佐敷委員代理）

事務局：県生涯学習課（６名）子ども・青少年局（１名）

（１） 開 会 ・県生涯学習課長 挨拶

（２） 座長、副座長選出

（３） 協 議

①事業全体および家庭教育支援、放課後子ども教室、土曜日の教育支援について

②学校支援地域本部とコミュニティ・スクールについて

２ 協議要旨 
○学校支援地域本部事業からコミュニティ・スクールへ

・学校支援地域本部は、その名のとおり「学校支援」が目的。コミュニティ・スクール（以下「Ｃ

Ｓ」という）となることによって、学校を支援するというより、むしろ、学校の中で地域の人も

子どもを支えていく、あるいは、地域の中の子どもたちを、学校も関わりながら、地域の人たち

が支えていく、そうしたツールとなる可能性を感じている。 
・ＣＳとなり、学校運営協議会が設置された場合、本部事業における協議会との関わりが出てくる

が、できる限り、意思決定とボランティアを動かす活動は密接である方が効率はよい。 
・本部事業の課題は、学校と地域が一緒になって子どもを育てていこうとする状況の熟議に至って

いない現状をいかに打破するか、そこにＣＳを導入するとしても、人事や予算上の問題に対する

行政側の否定感をどうするか。また、地域コミュニティの再生という意味合いもＣＳには含まれ

ているので、子どもを中心に据えて、地域と学校が寄り合って熟議していく体制を整えるととも

に、コンダクトする立場の学校管理職の資質向上を進めていくことが大事である。学校教育課と

の連携により進めていけるとよい。 
○地域の実情に応じた横断的・総合的推進を

・学校と地域の連携・協働体制の推進が大きな幹とすると、放課後子ども教室、家庭教育支援、土

曜日の教育支援は、枝の部分である。どの事業を選択し、どう組み合わせていくか、地域の実情

によると思われる。 
・保護者も参加する方式であれば進めやすい面がある一方で、豊かな家庭の子しか参加しない。こ

うした事業を進める中で、家庭教育支援をどういう位置に置くべきか、大きな意味を持つ。 
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◆第２回推進協議会

１ 協議会概要

期 日 ： 平成 年１月 日（金） 
会 場 ： 県庁北新館５－Ｃ会議室 
出席者 ： 高木座長、谷口副座長、 

池本委員、佐々木委員、武井委員（５名） 
事務局 ： 県生涯学習課（５名）、子ども・青少年局（１名） 
（１）開 会 ・高木座長 挨拶 
（２）協 議

①平成 年度「学校・家庭・地域連携協力推進事業」の成果と課題、今後の方向性について 
ア 県実施事業について 
イ 市町実施事業について 

・学校支援地域本部、家庭教育支援活動、放課後子ども教室、土曜日の教育支援 
②今後の学校と地域の連携・協働体制の推進の在り方について 
ア 【情報提供１】地域学校協働本部 
イ 【情報提供２】「滋賀モデル」コミュニティ・スクール推進事業  

２ 協議要旨 
○県実施事業について

・各研修会は講師の選定、内容ともによく考えられていてよいと思うが、全５回の研修会を通じ

て深めていきたい点や方向性が見えにくい。 
・今年度、学校教職員の参加が増えた点は、良かった。総合教育センターにおいて、ＣＳや地域

連携協働の重要性に関する研修内容を管理職やミドルリーダー対象の研修会に組み込んでも

らえるよう今後も働きかけを続けていくことが重要である。  
○事業の推進について

・コーディネーターの発掘、育成等、人を育てる研修会や参加してもらえない方への働きかけが重要。 
・将来の姿をイメージして事業を推進していくことが大切であり、そのためには、学校教育や社会教

育、福祉部門などが連携し、ネットワーク化を図り、地域全体で取り組む体制づくりが求められて

いる。 
・各市町で行われている子どもに関する様々な取組の情報をまずはしっかり学校へ周知し、学校と地

域が効率的な連携を図れるようにしていく。 
○今後の学校と地域の連携・協働体制の推進の在り方について

・今後、「学校支援地域本部」から、「地域学校協働本部」へと変わっていくのは、地域と学校

がフラットな立場で、共に汗をかいて地域の子どもを育て、ひいては地域創生にもつながる

というところまで、生涯学習課としては強調していくべきである。

・ＣＳの要件について、国は柔軟な運用をしてよいと言っている。ただ、取組に対する市町の主張を

しっかりと受けとめた上で進めていくことが大切である。 
・みんなの願いは、「子どもの育ちの環境がよくなるためのもの」であるという根幹の部分を忘れず進

めていくことが重要である。  

 

（Ⅱ） 各研修会の概要

◆第１回合同研修会

１．目 的 県内で実施される「学校支援地域本部」「放課後子ども教室」「家庭教育支援活動」「土

曜日の教育支援体制等構築」「学ぶ力を育てる土曜学習支援」に関わる市町の事業担当

者を対象に、事業の趣旨や運営上の留意点などを説明することにより、事業の円滑な実

施を図る。

２．主 催 滋賀県教育委員会

３．参加対象 （１）「学校・家庭・地域連携協力推進事業」実施市町担当者

（２）上記事業の未実施市町における参加希望者

４．日 時 平成 年５月 日（金） ～

５．日 程

・行政説明 ○各事業の概要・趣旨

○本年度のスケジュール

○事業推進に当たっての留意点

・講演：「事業担当者に期待したい視点」～学校と地域が協働で子どもを育てるシステムのあり方

を考える～

講師：髙木 和久 氏（滋賀県「学校・家庭・地域連携協力推進事業」推進協議会委員、

びわこ学院大学准教授、文部科学省コミュニティ・スクール推進員）

６．場 所 県庁北新館５Ａ会議室

７．参加者数 ２５名

８．概 要

行政説明では、県担当者より、「学校・家庭・地域連携協力推進事業」の概要・趣旨等の説明後、

補助金事務の流れや本年度年間研修計画等のスケジュール、コーディネーター等の謝金単価や補助対

象外経費等の取扱い、事業実施にあたっての留意点等について、質疑応答も含めて説明を行った。

講演では、講師が実際に、地域においてＣＳの立ち上げや運営に携

わった経験や、文部科学省のコミュニティ・スクール推進員として関

わった全国各地の様々な事例を踏まえ、今後の「学校・家庭・地域連

携協力推進事業」の実施・運営や、ＣＳの導入促進に向けた取組にお

いて、大切にすべきことや期待したい視点等について、具体例を示し

ながら説明いただいた。

○参加者のアンケートより

・担当者として考えさせられることがたくさんあり、非常に有意義な時間になった。今後の市町を担

う子どもたちを育てていくためには、学校と行政と地域の熟議が重要であることを改めて実感した。

・主役は子どもたちであり、目標はその地域をこれから支えていく子どもたちの育成であることを、

例を提示しながら伝えてくださり、非常にわかりやすかった。

・「子どもをお客さんにしない」という考えがとても素晴らしいと思った。子ども対象の事業をして

も、いつも大人がお膳立てしてきたなと反省した。今後の計画における改善点になると思った。

◆第２回合同研修会（「第１回学校と地域の連携・協働体制推進フォーラム」として開催）

１ 目 的 学校支援地域本部やＣＳをはじめとした、学校と地域の連携・協働体制の構築を一層推

進するため、具体の方策等について、関係者一同がともに考える機会として、フォーラ

ムを開催する。

２ 主 催 滋賀県教育委員会
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